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米国では19世紀に爆発的発展をとげた新聞
が20世紀に入ってから漸減傾向を示した。こ
れにかわってラジオ，続いてテレビが急速に普
及した。そして21世紀に入ってからはインター
ネットが急成長している。これらを媒体という
観点から整理すれば紙媒体から電波媒体，そ
うして有線通信媒体へと時代の寵児がかわっ
たことになる。こうした変化は私たちの情報行
動に影響を与えているはずである。
年末恒例の十大ニュースは新聞社や通信社，

テレビ局が発表するものであるが，それらは
ジャーナリズム的価値観に基づいて決定される
ので大きな差はみられない。これに対してイン
ターネット検索エンジンがアクセス数に基づい
て発表する十大ニュースはネット上での関心度を
示すものと考えられるが，それはジャーナリズム
の評価するニュース価値とは大きく違う。その
範囲を時事問題に絞ってみても異なっている。
ネット上で関心を持たれる時事問題は日常生活
の上での興味といったものが大きな関心を集め
ている。あるいは生活者の視線，関心で時事
問題が選ばれているといえるかもしれない。
もちろんネットの信用度は新聞社のサイトに掲
載された記事から生まれている。またテレビでの
話題が直ちにネット上の興味に波及している。し
かし先行するメディアの情報を後発のメディアが
取り入れて人々に浸透することは常に起ることで

ある。既存のマスメディアの価値は評価しなけ
ればならないが，一方で，すでに新聞やテレビ，
映画などの情報を取り込んだインターネットがネッ
トワークメディアとして，また個人情報発信源とし
て存在していて，それらの情報活用のひとつに取
り込まれた既存メディアの情報があるともいえる。
こうして考えるとインターネットがどのような性質を
持ち，どのような分野で強いメディアなのかを調
べる必要があることがわかる。それは既存のマ
スメディアである新聞，テレビにとってもインター
ネット時代にその存在根拠を明確にするポジショ
ニングの再確認につながるはずだからである。
こうした問題意識の下に，ここでは本誌08年
8月号に「検索エンジン利用実態調査　生活メ
ディアとしての利用」と題して報告したデータを，
インターネットの利用頻度，信用度の観点から分
析した。調査は，調査期間が2008年3月21日
から24日，調査相手は学生を除く20歳以上のイ
ンターネット利用者1,200人である。この1,200人
はインターネット調査会社へ登録しているモニター
に予備調査を行って，条件に合う人を抽出した。
モニターはテーマに応じてパソコンを使用してイン
ターネットアンケートに協力するという了解のもとに
登録している。利用の少ない人を対象から除外す
るため，①インターネットの利用歴が半年以上あ
る，②検索を1週間に1回以上行う，という適正
条件を設けて調査相手を選定した。
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  利用は 1 番，信用 2 番
インターネット，テレビ，新聞という3つのメ
ディアについて，利用度や信用度を聞く質問が
あり，結果は次のようになった。

問 2　インターネット，テレビ，新聞の 3つのうち，
普段あなたがよく利用するものはどれですか。利
用する回数が多い順に順位をつけてください。
インターネット・・・・・・・・・・・・62	%
テレビ・・・・・・・・・・・・・・・32	
新聞・・・・・・・・・・・・・・・・ 6	

問 3　インターネット，テレビ，新聞の 3つのうち，
信用している順番をお答えください。
インターネット・・・・・・・・・・・・23	%
テレビ・・・・・・・・・・・・・・・19	
新聞・・・・・・・・・・・・・・・・58	

上記はインターネットをそれぞれ一番目にあ
げたものの数値であり，利用しているのはイン
ターネットが最も多く，一番信用しているのは新
聞，という結果である。インターネットを中心に
考えると，利用頻度は1位，信用度は2位とい
うことになる。テレビや新聞のように画一的な
マスメディアとしての機能に加え，インターネッ
トには利用者各人の要望に対応するオンデマン
ド機能があるため，利用とい
う点では1位になったと思われ
る。新聞は利用の点では最下
位だが，信用という点では1位
で存在感がある。戦後ニュー
メディアとして登場したテレビ
は長期間にわたってメディアの
中心を占めてきたが，この結
果を見るかぎり圧倒的な優位
性に陰りが見られる。取材活
動や番組制作といった実働を
伴った生産活動のアウトプッ
トとしてのテレビ放送が，自
らは情報の生産を行わずただ

道具立てを用意しているだけのインターネット
に，利用頻度はともかく，信用の面でも後塵
を拝している。もちろんインターネットを利用し
ている人たちだけを対象にした調査ではあるが，
インターネットの急速な普及状況を考えるとき，
テレビとインターネットの関係性をあらためて追
求する必要性を想起させる調査結果である。
インターネットを1～3位のどこに位置づけた
かにより回答者を分類すると，男女別に見て利
用頻度の1位では男が多いが，2，3位になると
女が多くなる。また年層別では3位が50歳以
上で急増する。利用頻度で性差，年層差があ
るのは，インターネットが家庭より職場での普
及が進んでいることによるものと思われる。同
様に信用の順位でも3分類してみたが，こちら
は性別，年層ともに大きな違いは見られない。
回答者が利用と信用についてインターネットの
順位付けをした結果をクロス集計して図にすると
次のようになる（図1）。円の大きさは人数を表し，
男女による内訳は円を分割することにより表示し
た。最も多いのは「利用はインターネットが1番
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多いが，新聞やテレビの方が信用できる」という
グループで，以下「1番多く利用するし1番信用
している」「2番目に多く利用するが信用度は最
下位」の2つのグループが同規模で並んでいる。
先に述べた利用の順位別による男女差は，この
図の利用順位1～ 3位を縦に見ていくと傾向が
変わらず，横に見ると1位と2，3位で男女比が
逆転することが視覚的に確認できる。

  情報収集に欠かせない行為
以下，インターネットの利用頻度，信用度と
他の質問との関係を見ていく。まず，インター
ネットやテレビ，新聞だけでなく「家族と話をす
る」や携帯電話，「CDなどで音楽を聞く」など，
ふだんの生活で行っているコミュニケーション，
情報収集や娯楽に関する行為を11項目あげ，
欠かせないと思うことを複数選択で聞いた質問
（問1）では，利用頻度の１位は94%がインター
ネットをあげていて，2番目の「家族と話をする」
（65%）とは大差がついている（図2）。インター
ネットへの依存が高いということの表れであろ
う。利用頻度3位では新聞，テレビ，「家族と
話をする」がインターネットより上位で，最も多
い新聞は92%である。この人たちは情報は主
に新聞やテレビから入手し，家族との会話など
人と人のコミュニケーションを重視している，と
言えるのではないか。

  実用以外にも使えるかが鍵
1週間に1回以上検索する情報をニュース，
天気予報など13項目列挙して複数選択で聞い
た（問9）。利用頻度別のベスト3は1～ 3位と
もニュース，買い物・ショッピング，天気予報
で変わらないが，利用頻度1位の方がパーセン
トの数字は大きい（図3）。差が出たのは「個人
のホームページやブログ」で，1位では33%あ
るのに対し3位では12%にすぎない。ベスト3
がいずれも実用的な項であることを考えると，
実用以外の情報収集にインターネットを使うか
否かで利用頻度に差が出ているのではないか。
信用度の方では1位と3位で比較的大きな差が
出たのは買い物・ショッピングと「個人のホーム
ページやブログ」で，いずれも信用度1位の方
が3位より大きくなっている（図4）。「買い物・
ショッピング」には“実際に送られてきた商品が
思っていたものと違った”“クレジットカードの情
報を悪用される”といった可能性が，「個人の
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ホームページやブログ」には個人情報流出のお
それがないわけではないことを考えると，利用
にリスクの伴うものを利用するには信用している
ことが前提条件，ということなのだろう。
問15では「仕事」，「日々 の暮らし」，「勉強・学
問」，「趣味」の4項目をあげ，情報検索の最も多
いものを聞いた。利用1，2位とも「趣味」が42%
で最も多いのに対し，3位では「日々の暮らし」
（37%）が最も多く「趣味」は28%で2番目となっ
ている（図5）。趣味で利用することが利用頻度
を高めるという結果は，先に書いた「実用以外に
インターネットを使うかどうかで利用頻度に差が
出る」という仮説と同様の方向を指し示している。

  検索スキルの目安は 3 ワード
インターネットの情報検索で1つのキーワードを
入力して検索した結果，たくさんの検索結果が表
示された場合，通常はさらに言葉を追加して「絞
り込み検索」を行う。絞り込み検索で入力する言
葉の数は，最初に入れる言葉もカウントに入れて
最大幾つになるか（問17）については，利用頻度
の1位では「2つ」と「3つ」が同程度の多さだが，
2,3位では「2つ」がそれぞれ52%，50%でトップ
をしめた（図6）。3つ目のキーワードを入力して検
索するかどうかが，インターネットを使い込んでい
るかどうかの分かれ目ということだろうか。
検索の結果出てきたURL（Uniform Resource 

Locator：ホームページやブログのアドレス）は，
数が多い場合複数ページに分かれて表示される。
標準的には1ページに10個のURLがあり，最大
で100ページまで閲覧が可能だが，利用者はど
の程度まで見ているのだろうか。「最初のページ
だけ」「2ページまで」「3～ 5ページ」「6ページ以上」
の4つ選択肢の中から，通常何ページまで見てい
るか選んでもらったところ（問19），利用頻度にか
かわらずどのグループも「3～ 5ページ」が最も多
かった（図7）。ただ「最初のページだけ」は，1
位では11%，2位では16%なのに対し，3位では
26%となっている。利用3位では4分の1が，最
初のページしか見ていない，という結果である。

  ニュースの確認はテレビで
インターネットで見たニュースをテレビ，新聞，
書籍などの別の情報源で確かめることがあるか，
聞いてみた（問20）。利用頻度別のどのグループ
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もトップがテレビで2番目が新聞だが，その差は
利用1位，2位でかなり開きがあるのに対し，3
位ではあまり差はない（図8）。もともとインター
ネットのニュースは新聞かテレビが情報源の場合
がほとんどであり，編集やスペースの面から質，
量ともに限界がある。また，インターネットの
ニュースはテレビや新聞のように重要度の順に整
理されているわけではなく，利用者の関心を引き
そうなものの順に掲載されているという説もある。
インターネットをよく利用する人たちもインターネッ
トだけで済ませるわけではなく，インターネットで
知ったニュースについて，まずはテレビで詳細な
情報を集め，場合によっては新聞で背景まで含
めた解説をじっくりと読む，ということであろう。

  人づきあいとインターネット
次に，実際の人づきあいとインターネットの関
係について考えることにする。考察の基になっ
た質問は以下の3問である。
問 30　インターネットを離れて，日常生活での人付
き合いについてお聞きします。友人とは，どんな
つきあいをするのが望ましいと思いますか。次の
中から一つだけお答えください。
一応の礼儀を尽くす程度のつきあい・・・・19	%
気軽に行き来できるようなつきあい・・・・46	
なにかにつけ相談したり，
たすけ合えるようなつきあい・・・・・・34	

問 31　職場の同僚とは，どんなつきあいをするの
が望ましいと思いますか。次の中から一つだけ
お答えください。

仕事に直接関係する範囲のつきあい・ ・・・50	%
仕事が終わってからも，話し合ったり
遊んだりするつきあい・・・・・・・・・40	
なにかにつけ相談したり，
たすけ合えるようなつきあい・・・・・・・ 8	

問 32　隣近所の人とのつきあいのしかたが，いくつ
か下に書いてあります。あなたはどれが望ましいと
思いますか。実際にどのようにしているかは別にし
て，ご希望に近いものを一つだけお答えください。
会ったときに，あいさつする程度の
つきあい・・・・・・・・・・・・・・40	%
あまり堅苦しくなく話し合えるような
つきあい・・・・・・・・・・・・・・53	
なにかにつけ相談したり，
たすけ合えるようなつきあい・・・・・・ 6	

この3問について選択肢別に相関係数を求め
たところ，特に強い相関は見られなかった。こ
れはこの3問がそれぞれ独立していること，つ
まり別々のことを聞いていること，それぞれに
分けて聞く価値があることを意味している。
そこで，この3問についてもインターネットの信
用度と利用度の順位別に比べることにした。まず，
友人とのつきあいにおいては，最もかかわり方の
浅い「一応の礼儀を尽くす程度のつきあい」では
インターネットの信用度1位（22%）が2，3位（各
18%）に比べて多く，中程度の「気軽に行き来で
きるようなつきあい」では2,3位（各48%）の方が
1位（41%）より多い（図9）。ただ，中程度＞濃い
つきあい＞薄いつきあい，というつきあい程度の
順番は，インターネットを信用している程度にかか
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わらず変わらない。つきあい程度の最も濃い「相
談したり，たすけ合える」が各グループとも1/3程
度と高いのが，友人とのつきあいの特徴である。
職場の同僚とのつきあいでは，相対的に信用

度1位が高いのが「仕事に直接関係する範囲の
つきあい」であり，信用度2，3位が高いのが「仕
事が終わってからも，話し合ったり遊んだりするつ
きあい」である（図10）。利用頻度別によるグルー
プ間では，信用ほど顕著な特徴は見られない。
隣近所の人とのつきあいは，利用頻度1位が相
対的に高いのはつきあい程度の浅い「会ったとき
に，あいさつする程度のつきあい」であり，3位が
高いのが中程度の「あまり堅苦しくなく話し合える
ようなつきあい」である（図11）。友人や職場のつ
きあいでは，利用頻度より信用している程度の違
いの方が，つきあい方の志向にはっきりとした相違
が見られるのに対し，隣近所の人とのつきあいで
は利用頻度による違いの方がはっきりしている。

  テレビ視聴時間に影響がないわけはない
質問の最後で平日のテレビ視聴時間を聞いて

いるのだが（問33），利用頻度別の平均視聴時
間は1位が1.9時間，2位が2.9時間，3位が2.7
時間である（図12）。2位と3位はほとんど変わら
ないが，1位は約1時間少なくなっている。調査
相手全員がインターネットを使っていて，年齢構
成が20代，30代，40代，50歳以上の4層で均
等に300人であることなどの前提条件はあるが，
インターネット，テレビ，新聞のうちインターネット
を最もよく利用する人たちは，その他の人たちに
比べてテレビを見る時間が1時間少ないという結
果である。この利用頻度が1位のグループの年
齢を見ると，20代から50歳以上までほぼ同じ割
合で偏りが少ない。従って，一般的に言ってテレ
ビの視聴時間が少ない若年層が大勢を占めてい
て時間が少なくなっている，というわけではない。
人が1日に自由に使える時間には限りがあり，
インターネットの利用に時間を割けば，テレビの
視聴時間に影響が出るのは当たり前のことであ
る。前述したとおり前提条件付きの結果ではあ
るが，インターネットの利用頻度が高い人たち
に引き続きテレビの存在感を示すためには，創
造性を発揮してテレビでなくては伝えられない
ものを制作し，テレビの存在価値を再確認して
もらうことが必要であると思う。

（みうら もとい / こばやし けんいち）
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相談したり，たすけ合える
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図10　職場の同僚とのつきあい（信用度）

図11　隣近所とのつきあい（利用頻度）

図12　テレビ視聴時間（利用頻度）
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				    利用頻度	 信用度	

				    1 位	 2 位	 3 位	 1 位	 2 位	 3 位
				     745人	 353人	 102 人	 278人	 258人	 664 人
Q1　ふだんの生活のことについてうかがいます。 次の中で，あなたの気持ちとして，欠かせないと思うことをいく

つでもあげてください。
		  1.	 新聞を読む‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 44.8	 49.9	 92.2	 35.6	 54.7	 54.8	％
		  2.	 本を読む‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35.6	 30.3	 38.2	 37.8	 34.5	 32.7
		  3.	 マンガ，劇画を読む‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.3	 19.5	 6.9	 22.7	 17.8	 17.8
		  4.	 雑誌を読む（マンガ雑誌を除く）‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.2	 13.0	 13.7	 18.7	 14.0	 14.0
		  5.	 テレビを見る‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 62.0	 85.3	 86.3	 64.0	 67.8	 75.0
		  6.	 ラジオを聞く‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.0	 12.5	 13.7	 11.2	 14.3	 14.2
		  7.	 ＣＤなどで音楽を聞く‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.8	 27.5	 18.6	 35.6	 34.9	 28.0
		  8.	 携帯電話を使う‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 52.1	 47.9	 29.4	 50.0	 50.0	 48.0
		  9.	 インターネットを利用する‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 94.0	 87.0	 61.8	 91.7	 90.3	 87.7
		 10.	 家族と話をする‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 64.6	 66.0	 81.4	 64.0	 65.5	 67.8
		 11.	 友人と話をする‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37.0	 38.0	 39.2	 39.6	 39.5	 35.8
		 12.	 この中にはない，わからない，無回答‥ ‥‥‥‥‥ 1.3	 1.4	 1.0	 2.2	 0.4	 1.4

Q9	　情報検索する項目は何ですか。一週間に一回以上検索する情報を，次の中からすべて選んでください。
		  1.	 ニュース‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 69.1	 66.6	 52.9	 68.0	 72.1	 64.6
		  2.	 天気予報‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 46.8	 48.7	 40.2	 50.4	 53.9	 42.6
		  3.	 飲食店などの店舗‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.8	 24.1	 25.5	 28.1	 26.7	 24.7
		  4.	 会社や事務所などの企業‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.3	 15.6	 8.8	 20.1	 18.2	 19.1
		  5.	 映画・音楽‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.2	 26.1	 6.9	 28.1	 26.7	 21.1
		  6.	 買物・ショッピング‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 50.7	 49.0	 38.2	 56.1	 52.3	 45.0
		  7.	 暮らし（グルメ・健康など）の情報‥ ‥‥‥‥‥‥‥ 35.4	 31.7	 34.3	 34.2	 40.3	 31.9
		  8.	 子育て・教育情報‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.2	 7.9	 4.9	 8.6	 6.2	 7.1
		  9.	 役所の情報やサービス‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.0	 11.0	 9.8	 11.9	 10.9	 12.8
		 10.	 クイズや懸賞‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.9	 25.5	 20.6	 26.3	 22.5	 23.8
		 11.	 個人のホームページやブログ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.2	 18.1	 11.8	 35.3	 26.4	 23.6
		 12.	 株価や為替など金融関係‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.7	 21.2	 24.5	 22.7	 22.9	 27.7
		 13.	 就職，転職関連‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.2	 5.4	 0.0	 7.2	 8.1	 4.8
		 14.	 その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.6	 7.4	 7.8	 9.7	 7.0	 8.0

Q15　あなたが情報検索を行う時，何に関する情報が多いですか。 次の中からもっとも多いものを，一つだけお
答えください。

		  1.	 仕事‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.7	 14.4	 7.8	 13.3	 16.7	 16.7
		  2.	 日々の暮らし‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.9	 25.2	 37.3	 20.1	 20.9	 24.8
		  3.	 勉強・学問‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.4	 3.1	 2.9	 4.0	 3.1	 3.0
		  4.	 趣味‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42.4	 41.9	 27.5	 39.9	 43.0	 40.7
		  5.	 その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.5	 1.4	 4.9	 1.4	 0.4	 1.4
		  6.	 どれが１番とはいえない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.6	 13.9	 16.7	 20.1	 15.9	 12.8
		  7.	 わからない‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.5	 0.0	 2.9	 1.1	 0.0	 0.6

Q17　あなたが「絞り込み」検索で入力する言葉の数は，通常最初に入れる言葉も入れて最大いくつですか。次の
中から一つだけ選んでください。（「絞り込み」検索をやらない人を除く　N=1,133） 

【調査の概要】
1. 調査時期	：	 2008 年３月 21 日（金）～ 24 日（月）
2. 調査方法	：	 インターネットによるアンケート
3. 調査対象	：	 全国 20 歳以上のパソコンによるインターネット利用者で，以下の条件を満たす人
		  ①利用歴が半年以上ある　②検索を一週間に一回以上行う　③学生でない
4. 調 査 数	：	 1,200 人
		  男女別に　20 代，30 代，40 代，50 歳以上　各 150 人
				   ＊今回の報告に関連する集計結果だけを掲載（単純集計は 2008 年 8 月号に掲載）
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				    利用頻度	 信用度	

				    （ n =　719	 330	 84	 266	 246	 621	 ）
		  1.	 ２つ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41.3 	 52.4 	 50.0 	 42.1 	 44.7 	 46.7 
		  2.	 ３つ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 42.4 	 36.1 	 39.3 	 42.1 	 39.4 	 39.9 
		  3.	 ４つ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.2 	 6.1 	 6.0 	 8.6 	 8.1 	 8.9 
		  4.	 ５つ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.8 	 2.7 	 3.6 	 3.8 	 6.1 	 2.3 
		  5.	 ６つ以上‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.4 	 2.7 	 1.2 	 3.4 	 1.6 	 2.3 

Q19　検索の結果出てきたホームページ名やブログ名は，数が多い場合は複数のページに分けて表示されます。 
あなたは，通常何ページ目まで検索結果を見ますか。 次の中から一つだけお答えください。

		  1.	 最初のページだけ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.7	 15.6	 25.5	 14.0	 11.2	 14.0
		  2.	 ２ページまで‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.7	 30.3	 30.4	 27.0	 26.4	 32.5
		  3.	 ３～５ページ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.4	 44.8	 40.2	 43.5	 49.6	 41.1
		  4.	 ６ページ以上‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.2	 9.3	 3.9	 15.5	 12.8	 12.3

Q20　あなたはインターネットの情報検索で探した検索結果を，テレビや新聞・書籍など別の情報源で確かめる
ことがありますか。 次の項目について，それぞれよく使う情報源をお答えください。

		 （ニュース）
		  1.	 テレビ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 59.1	 67.4	 53.9	 56.8	 60.9	 63.0
		  2.	 新聞‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 46.4	 43.9	 50.0	 35.6	 51.2	 48.3
		  3.	 書籍‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.2	 5.7	 1.0	 3.2	 3.5	 5.1
		  4.	 特に他の情報源は見ない‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.4	 22.1	 36.3	 32.4	 24.0	 25.2

Q30　次にインターネットを離れて，日常生活での人付き合いについてお聞きします。友人とは，どんなつきあい
をするのが望ましいと思いますか。 次の中から一つだけお答えください。

		  1.	 一応の礼儀を尽くす程度のつきあい‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.9	 15.3	 19.6	 22.3	 18.2	 18.2
		  2.	 気軽に行き来できるようなつきあい‥‥‥‥‥‥‥‥ 44.8	 48.4	 50.0	 41.4	 48.4	 47.6
		  3.	 なにかにつけ相談したり，たすけ合えるようなつきあい‥ ‥ 33.4	 35.4	 29.4	 35.6	 31.8	 33.6
		  4.	 その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.8	 0.8	 1.0	 0.7	 1.6	 0.6

Q31　職場の同僚とは，どんなつきあいをするのが望ましいと思いますか。 次の中から一つだけお答えください。
		  1.	 仕事に直接関係する範囲のつきあい‥ ‥‥‥‥‥‥ 50.6	 48.7	 47.1	 54.3	 47.3	 48.8
		  2.	 仕事が終わってからも，話し合ったり遊んだりするつきあい‥‥ 39.6	 40.8	 44.1	 35.6	 40.7	 42.2
		  3.	 なにかにつけ相談したり，たすけ合えるようなつきあい‥‥‥7.4	 8.8	 7.8	 7.9	 8.1	 7.7
		  4.	 その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.4	 1.7	 1.0	 2.2	 3.9	 1.4

Q32　隣近所の人とのつきあいのしかたが，いくつか下に書いてあります。 あなたはどれが望ましいと思いますか。 
実際にどのようにしているかは別にして，ご希望に近いものを一つだけお答えください。

		  1.	 会ったときに，あいさつする程度のつきあい‥‥‥‥ 42.0	 39.9	 29.4	 42.1	 39.9	 39.8
		  2.	 あまり堅苦しくなく話し合えるようなつきあい‥‥‥‥ 51.4	 53.5	 63.7	 47.8	 54.7	 54.7
		  3.	 なにかにつけ相談したり，たすけ合えるようなつきあい‥‥ 6.3	 6.2	 6.9	 9.7	 5.0	 5.4
		  4.	 その他‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3	 0.3	 0.0	 0.4	 0.4	 0.2

Q33　最後にテレビの視聴時間について教えてください。 あなたは家で据え置き型のテレビを，平日に平均して
何時間ぐらい見ていますか。 次の中から，一番近いものを一つだけ選んでください。

		  1.	 30 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.0	 1.7	 0.0	 7.6	 6.6	 5.3
		  2.	 １時間‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22.4	 7.6	 14.7	 18.0	 18.2	 16.9
		  3.	 １時間 30 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.8	 7.1	 7.8	 10.8	 11.6	 10.2
		  4.	 ２時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.6	 24.4	 22.5	 21.9	 20.9	 25.6
		  5.	 ２時間 30 分‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.8	 7.4	 8.8	 5.4	 7.4	 6.6
		  6.	 ３時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.6	 21.2	 25.5	 13.3	 14.7	 18.1
		  7.	 ４時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.4	 13.0	 7.8	 6.8	 6.6	 6.5
		  8.	 ５時間‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.4	 7.6	 7.8	 4.3	 5.8	 5.0
		  9.	 ６時間以上‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.0	 9.1	 4.9	 3.2	 5.0	 4.5
		 10.	 ほとんど／まったく見ない‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.1	 0.8	 0.0	 8.6	 3.1	 1.4


